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研究成果の概要（和文）：学術文献の俯瞰は研究者や技術者にとって、時間を要する困難な作業である。対象と
なる文献が大量にある上に、多くの場合、必要な情報は抄録には書かれておらず、論文全体を通読して捜す必要
がある。本研究では、大量文書の俯瞰的な理解を助けるレビューマトリックスの作成を支援するために、与えら
れたクエリに対して複数論文を自動要約する手法の開発に取り組むとともに、評価用のデータセットを構築して
有効性を検証した。

研究成果の概要（英文）：Scientific literature survey is time-consuming and difficult for researchers
 and engineers who need to grasp the trends of specific research topics. In many cases, necessary 
information is not written in the abstracts, and users are enforced to read through the entire 
papers. One of the conventional practices is to generate a review matrix that organizes the 
information-in-need in a table format. This research aims at supporting the users’ creation of 
review matrices. In our study, we developed a method for automatically summarizing multiple articles
 for a given query. We also constructed a dataset for evaluation and verified the  effectiveness of 
the proposed method. 

研究分野：テキスト・言語メディア
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ユーザの理解支援の研究においては、自動評価が容易に行えるタスクの設計が研究の重要な手段となる。本研究
では、レビューマトリックスの作成というタスクを設定することで効率的にデータセットが作成できることを示
した。また、支援に必要となる要素技術として自動要約や機械読解の先端技術の研究に取り組み、当該タスクに
おける有効性を示した。



１．研究開始当初の背景 

学術文献の俯瞰は研究者や

技術者にとって、時間を要する

困難な作業である。対象となる

文献が大量にある上に、多くの

場合、必要な情報は抄録には書

かれておらず、論文全体を通読

して捜す必要がある。ここで近

年、レビューマトリクスと呼ば

れる一覧表形式を用いて、文献

ごとにポイントをまとめる情報整理法が注目されている。これは読み手自身が、目的に応じた

テンプレートを使って、文書ごとの要約を作成することに相当する。電子図書館では従来、目

的とする論文に素早く到達するための検索機能の強化に焦点があてられてきたが、文献俯瞰の

生産性を高めるためには、単に検索を支援するだけではなく、文書の記述全体を解析して目的

に応じて要点を提示する技術が必要である。これは文書集合全体から確信度の高い事実を選別

して抽出するテキストマイニングより難しい問題設定であり、システム側ではユーザに対して

複数の可能性を提示してユーザが適切な候補を選択する対話型のシステム設計が求められる。 

２．研究の目的 

本研究の目的は、大量文書の俯瞰的な理解を助けるレビューマトリックスの作成支援である。

その要素技術として、与えられたクエリに対して複数論文を自動要約する手法の検討に取り組

み、以下の 3つの研究テーマを設定した。 

(1) 文章とその内容に関するクエリが与えられた場合に、文章中から回答を含む文を抽出す

る手法の検討。特に近年多くの自然言語処理タスクで優れた性能を上げている埋め込み

表現を用いる手法を活用する。 

(2) 情報の対比性を考慮した要約手法を検討する。複数文書の自動要約では文書間に共通す

る情報を重要情報として抽出することが通常行われるが、俯瞰作業においては文書間で

対比するべき情報を抽出することから、新たな手法が必要となる。 

(3) 対話的な情報獲得に向けた自然言語処理技術の可能性を検討する。 

また、手法の有効性を評価するためには正解つきのデータセットが必要となる。このため本研

究では、手法の検討を進めると同時に、学術論文を対象とした新たなデータセットの構築に取

り組んだ。 

３．研究の方法 

本研究ではまず、レビューマトリックスの自動生成を「クエリ付き複数文書要約」として定

式化した上で、自然言語処理分野において一般的な「共通タスク（shared task）のワークショ

ップ」に注目し、タスクオーガナイザーの概要論文に掲載された参加システム一覧表をレビュ

ーマトリックスの正解データ、タスク参加者による投稿論文を要約対象文書とするデータセッ

トを構築した。これに基づき 3つの研究テーマに対して以下の手法の検討に取り組んだ。 

(1) 文どうしの類似度計算に基づく重要文選択において、埋め込み表現の効果を調べるとと

もに、文類似度の計算を改善する手法を検討した。 

(2) 要約として最適の文集合を得るための目的関数に、文書間で得られる要約の対比性を考

慮する項を導入する手法を検討した。 

図 1 レビューマトリックスと関連要素技術 



(3) 文章と質問が与えられた際に文章中から適切な回答を選択する機械読解、および、文脈

を考慮した対話文生成に関する手法の検討に取り組んだ。 

４．研究成果 

データセットの構築では、ACL Anthology から抽出した共通タスクの概要論文について、参

加システム一覧表の見出し項目を調査し、Yes-No タイプや列挙タイプなどの質問タイプ別に分

類の上、計算機可読な形式に変換した（発表文献②③）。また、比較表で参照されている参加シ

ステム報告論文を入手して全文テキストを抽出して、セクションや段落構成を考慮しながら文

単位に分割した。さらに、共通タスクのワークショップ後に発表された新たな論文に対しても

評価が行えるよう、人手で正解文を選択した拡張データセットを構築した（発表文献①） 

(1) レビューマトリックスの項目の中で、特に自由記述による説明に焦点をあて検討に取り

組んだ。具体的には、項目をクエリとみたてて対象文書中に含まれる文を重要度順にラ

ンキングした上で、さらに整数計画法を用いて必要な情報を含む文集合を抽出する。こ

の重要文選択において、類語辞書によるクエリ拡張、および埋め込み表現に基づく類似

度計算を適用する手法を提案し、構築したデータセットを用いて効果を検証した（発表

文献②③）。また、埋め込み表現にグラフに基づく重要語指標を取り入れる手法を新た

に提案し、構築したデータセットを用いて有効性を示した（発表文献①）。埋め込み表

現を学習する際に、既存の語彙資源に登録された情報を活用する手法の有効性を検討し

報告した（発表文献⑥） 

(2) 目的関数に要約の対比性を考慮する項を導入する効果を検証して、得られた要約に対す

る影響を分析して国際ワークショップで発表した（発表文献②③）。 

(3) 機械読解について、システムの性能プロファイルを作成するための手法を提案して複数

のデータセットに対する詳細な分析結果を報告した（発表文献④）。また、文脈を考慮

した対話文生成に隠れ変数を用いる深層学習モデルを適用し、有効性を報告した（発表

文献⑤）。 
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